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研究成果の概要（和文）： 
 
単純理論(simple theory)のモデルにおけるタイプ排除定理(0mitting Types Theorem)の研究を

行った .単純理論は安定理論 (stable theory)を含むより広い範疇の理論のクラスであ

る .Steinhorn は ,超安定な理論 (superstable theory)のモデルにおいて ,無限の一様列

(indiscernible sequence)を含めば,そのモデルにおいて排除されているタイプを排除したまま

モデルを拡大できることを示した.本研究では超単純(super-simple)な理論に対してその結果を

拡張することを考え,より広い範囲に適用でき,証明もより明解になる議論の仕方を発見した.そ
の結果以下のような結果を得ることができた.  
 
結果:言語 L は可算言語とする.T を L において記述された完全理論とする.T は超単純と仮定す

る.またモデル M を理論 T の可算モデルとし,空集合上の完全タイプ p が M において排除され

ているとする.さらに M は無限独立集合 I を含むとする(I が独立集合であるとは,分岐(forking)
の意味で独立な集合とする).このとき,M を真に拡大する(elementary extension)モデル N でタ

イプ p を排除するものが存在する.  
 
この結果の証明は,古典的タイプ排除定理を使い,Steinhorn における証明のような,安定性特有

の議論(平均タイプ(average type)など)を用いない.このため安定の場合に限ってもより明解な

証明法が得られたことになる.その他，Shelah のタイプ排除定理と Morley のタイプ排除定理に

関連した拡張も得られている． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
We extended Steinhorn’s omitting types theorem. His theorem holds when the theory T 
is superstable. We weakened the assumption of superstablity to a weaker condition of 
supersimlicity.  Steinhorn’s original proof uses the notion of average types. Our proof 
does not use such a notion. First we proved a quite general result and then, by 
applying the result to a model of supersimple theory, we get the following  extension 
of Steinhorn’s result as a corollary: 
 
The result: Let L be a countable language and T a complete supersimple theory 
formulated in L.  Let M be a countable model of T having an infinite independent (in 
the sense of forking) set.  Suppose that M omits a complete type p over the empty set. 
Then there is a proper elementary extension N of M that also omits p. 
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１．研究開始当初の背景 

タイプ排除定理は有用な定理であり，Ｐ
Ａの可算モデルにおいて，その終端拡大
を行う場合にこの定理を使うことがで
きる．そのためタイプ排除定理を研究す
ることが重要と考えた．当初の目的は，
タイプ排除定理とその周辺の定理を算
術のモデルの構築に利用とするもので
あった．その後より一般的な研究の方向
性を得た． 

 
２．研究の目的 

一階の言語で記述された理論Ｔのモデ
ルを研究することを目的とする．Ｔの一
階定義可能集合の振る舞いの研究，また
定義可能集合の族（タイプ）の振る舞い
の研究を主要テーマとする． 

 
３．研究の方法 

筑波大学におけるセミナーと研究集会
を通して研究を発展させた．筑波大学に
おけるセミナーは 
（１） 大学院生とのセミナー 
（２） 共同研究者（研究分担者）との

セミナー 
に大別される．（１）のセミナーでは，
安定性理論，単純性理論の研究およびジ
ェネリック構造の研究を主な研究対象
とする． 
（２）のセミナーでは，一階言語の算術
のモデルおよび２階の言語（実はこれも
１階の特別な場合）の算術のモデルを証
明論の方法論を使って考察する． 
研究集会については，「夏の勉強会」と
称する研究集会を各年に開催すること，
また（主に）秋に京都大学数理解析研究
所で行われる研究集会である．京都大学
での集会では，一部の参加者への旅費補

助を行い，より多くの研究者が参加し研
究の推進を行えるようにした．本研究課
題の成果に密接に結びついた主要な研
究集会は以下のものである． 

 
モデル理論夏の勉強会 
２００７年８月６日(月) ～ ８月８日(水)  
場所：筑波大学  
世話人：坪井明人（筑波大学大学院数理物質
科学研究科）  
 
鹿児島モデル理論研究集会  
２００９年２月２３日（月）午後～２月２５
日（水）午前  
場所：鹿児島国際大学 728 教室（7 号館 2 階）  
 
トポロジーからみたモデル理論の展開  
２００９年度モデル理論サマースクール 
２００９年８月２６日（水）～８月２８日
（金）  
場所：和歌山市民会館 ４階第二練習室 
 
４．研究成果 

ジェネリック構造に関する結果． 
ジェネリック構造は与えられた有限構
造のクラスＫに属する構造を貼り合わ
せてゆきできる無限構造である．Ｋとし
て重要なあるクラスを考え，そのジェネ
リック構造Ｍについて考察を与えた．主
要結果の系としては次のものがある： 

 
（＊）Ｍの公理化を与える論理式の集合
に関し，今までに分かっていたよりも低
い範疇に属する論理式により公理化が
できることを示した． 

 
タイプ排除定理に関する結果． 
タイプは変数列ｘに関する（無限個の）



条件の集合である．条件は１階論理式で
書かれている必要がある．可算言語で表
現された理論において，一般にタイプ排
除定理は次を主張する：本質的に１つの
論理式で代用できないタイプは，そのタ
イプの共通解が存在しない（タイプを排
除する）モデルを選ぶことができる．
我々はタイプの排除定理をいくつかの
バージョンで拡張することを考え以下
の結論を得た． 
（Ａ）有限生成の可算モデルがタイプｐ
を排除すれば，そのタイプを排除したま
まモデルを拡大できる． 
（Ｂ）超単純の理論の可算モデルが無限
の一様列を含みタイプｐを排除してい
れば，その真なる拡大でタイプｐを排除
したものが存在する． 
（Ｃ）Morley のタイプ排除定理はタイプ
を排除するモデルの大きさに関する
Hanf 数を扱う．Shelah のタイプ排除定
理は，完全なタイプに関する結果である．
これらをある意味で同時に拡張する結
果を得た． 
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